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我が冨で� f生謹教育J(life long education)や� f主主雛学轡J(life long learning)の議論が

撞んになったのは� 1970年代に入ってからである.これが灘代日本の一つの社会思潮として大

きなうねりとなり� f生涯学轡時代ム「生涯スポーツの時代jの到来安強く印象付けている昨今

である.

この居、期は，最近になって各行政省庁の政策にも反映し始めている.例えば，文部省では旧

「社会教育局」が新「生涯教育局」に改組され，地域社会には「主主糠学開センターJが設立され

始めたし，体育局には新しく「生雄スポーッ課Jが設関されたのもそ いえよう.また，

厚生省・健康増進栄養課が提唱する「アクティプ80ヘルス・プランJや労働省・労働安全衛生

課が推進する「心と身体の健康づくり運動J(トータルヘルス・プロモ…シ盟ン. T. H. P.)等

も，それぞれ閏有の目的があり性格の違いはあるが，生紙スボ…ツという視肢から見た場合は

間質の政策といえよう.

このような行政省庁の政策策定の背景には� f高齢化社会J f健康不安社会jといっ

た現代の社会状況があり，その中から生まれたものであることはいうまでもない‘

市JI!Dによれば『生涯教育という官葉は，� 1965年，ユネスコ会議畿で� P.ラングランが綾拐に議

唱された』ものであり，生誕教育とは� f生涯教育は鶴々人投び諸築関の生認をj匂上させるため

に，人々の全生涯を通じる人間的，社会的，職業的発逮号をなし遂げる過鰻である.それは様々
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な人投段階及び生活領域において をもたらし，たかめることを臨的とし，定型的  

(formal).非定型的 (nonformal)，無定型的(informaI)学替のすべてそ包摸する総、合的，

統一的な理念である(ダーベ， R.H.Dave，フランクフルト・ユネスコ教育研究所所長江と定

義付けている.

市)111ふ更に「生涯教育jの類似の概愈として「リカレント教育J(r配 urrenteducation)や

「織統教育J(continuing education) i成人教育J(adult education) iノン・フォーマル教育J 

(non formal education) i学習社会JCIearning society)等を挙げ，これらの諸説を要約して

解説した後に， rこれらの語標念には徴妙なニュアンスの差異や共通点の議いはあるが，同時に

すべてに共通した内容も見られる Jとし.0生涯教脊論の最大公約数約な内幸容を要約すれば，そ

れはどたの三点，すなわち教育 学習警活動の生援11:.生活化，統合化の畿にあるといえよう Ja

と饗約している.

また. i教育」と「学習jの関部については oi教育と学習は同義誌ではない.教育とは学欝

以上の意味をもっ言葉で、ある.教育は学習後容易にする条件の供与そ意味する. したがって，

と生涯学轡は同じ概念ではないJ(].w.パーキン)として，生漉教育と生涯学習を匹

別しなければならない』ことを指摘している.日本の動向については f我が簡では 1972年 3月

れた日本経済讃査協議舎の提言誌が生護学習の必要性そ強課しているが，それが生援教

はなく主主護学習という表現をとったのは，一部iこ生護教湾を f主主毅饗環j として受け止め

るむゑがあったところから，その穏の誤解を避け，昌己啓発的性務そ強識するためであったj

と解説している.

岡本2)も同様に，日本における主主誠学轡の特色を指摘して f生護学腎とは，生涯学習社会を築

いていこうという考え方J(理念、)であり.r日本では， iあらゆる学習J後生雄学習の概念に含

めているため， i学習機会J(その中で学習が行われる場・活動)も，鰭外岡より一層広く捉え 

練，韓議訓練など人々に学習させ11ている.つまり，学校教育，社会教蒋，家庭教育，企業内事

ることそ本来の話的とするものく教育訓練活動〉だけでなく，スポーツ活動，文化活動，野外

活動，レクリヱーション，麓味，ボランティア活動，読書，狭爵，テレピ，旅行……など，人々

の生活の中の殆どあらゆる活動が.i学轡が行われ得る場jという意味で，生涯学習の麗念に含

まれる学欝の機会に含められる j とし，生護学習の中での「スポーツ・文化活動jを顎確に位

ている， 

R ラングラン 3)(0生涯教育論J波多野完治著)もまた「生漉教育の内特・領域・目標」の項

で f人生の長さ，夫婦，親と子，職業，余蝦(レジャー).芸術的経験，体育とスポーツ，マス

コ七市民教育』を挙げ，余暇〈レジャー〉や体膏とスポーツ唱を主主援教育の重要な韻域として
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位置付けて， r~主樫スポーツ j のアウトラインを示唆している.

最近の日本では，社会体育や市民スポーツを飽食した「生涯スポーツ jがようやく，競技ス

ポ…ツと|司等もしくはそれそ凌駕する価値体系として往置付けられるようになったと判断でき

る.韓民の各層に運動文化(スポーツ〉が浸透し「みんなのスポーッ」として機能し捨めたと

いう意味で喜ばしいことである.少なくともかつて体湾といえば学校体育，スポーツといえば

競技スポーツが中心で， r社会体育Jや fレクリエーシ語ン・スポーツ J，ま鵠役的存在に過ぎな

かった時代から昆れば評価して然るべきであろう.

文部警4)では，生器スポ…ツの意義を f設さがいのある生活と活力ある社会づくり Jの方法と

して位置付けて『近年における所得水療の向上，自崩時間の増大，高齢化の進行などの社会環

境の変イとは，人々の生活様式にも懇激な変化をもたらしています.また，都市北や生活の特捜

北等の現代の生活の変イとは，身体活動の機会そ減少怠せるとともに，精神的ストレスを増大さ

せるなど，人々のJ心身に大きな影響を与えています.このような状誕の中で，スポーツは“か

らだ"を動かすという入額の本額的な欲求にこたえ，爽快勝，達成惑，知的満足感，催者との

連帯感といった鵜神的充足感を与えるとともに，健康の増進，体力の向上等に資するなど，心

身の健康に大きく寄与するものです.今後，自由時聞の増大，高鱗イヒや都市化の一層の進行が

予測される 21世紀の社会において，このような多様な意義をもっスポーツの議要性がますま

ることが予想されます.すべての人々が生涯の各時期にいつでもスポーツを楽しむこと

ができる生渡スポーツの推進は，主主議甲斐のある生活と活力ある社会づくりにとって極めて大

きな意義を持っています.Jと説絹ふ生涯スポーツを定義して Fスポーツは，われわれ人聞の

“こころ"と“からだ"の鍵会な発達を促すとともに，明るく驚かで活力に満ちた，生きがいの

ある社会の形成に寄与する人類共通のすばらしい文化の一つです.“生涯スポ…ツ"とは，だれ

もが生聾のある各時期にわたって，それぞれの体力や年齢，目的に志じて，いつでも，どこで

も，スポ…ツに親しむことであり，生産スポーツ社会の実現は我が闘そはじめ多く

な政策課崩となっています』としている.

しかし，まだ日本では f生涯スポーツという慈葉だけが独り歩きjしている感が高めないし， 

f国長運動としての生霊スポーッ Jの定着は惑された課題といえよう.今後は，ライフス

テージ別，運動鎖域別の具体的な~与法論と「生涯スボ…ツ体系」を確立することが急務である

と考える.

企業における循利厚生事業と生癒スポーツ 2. 

福利厚生とは， r金業が従業員および家族の福祉向上のために行う，賃金以外の間接的給付J 
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をいい，法定福利厚生と法定外福利厚生とに区分される.

法定福手IJ~草生簡とは健康保険，厚生年金保険，失業保険，労働者災犠補償保険，船員保険，

基準法に基づく労災法定保障費等であり，企業の政策・方針によって戴最されるものではな

七社会保鱒のための社会保険制度の保険料または費用の一部会会難側が負祖するものであ

る.

誌主主外福寺IJ厚生畿は，設も医療保検，生活保護，慶弔，共演，保総文化，体育，レクリ

ヱーシ苦 し，企業の福科厚生政葉が強く現れる.金業が支援して行われる企業内の 

fスボ…ツ・フィットネス・レクヲエーション活動jはこの法定外議拘塁手生に含まれることは

いうまでもない‘

吉村5)によれば， r企業における福科厚生の役割!とは，労務管理事段の一つであり従業員の経

済生誌の安定を閲り，心身の健康を増進させることによって健念な労像力をつくることと，文

化，体育， レクリニι…シ沼ン活動が，企業の場を通じての「余人格的Jつながりと心身の鍵康

管閣のためにある Jという.rこのように，福利厚生は従業員と家族の楢祉向上をねらいとして

いるが， しだいに媛用条件の一部として評価されたり，労使交渉上の労働条件とされて，多分

に思議的給付の性格を強めている』ことを指摘している.

そして今，党議者ニーズの変化もさることながら，社会福祉制度との関連で効率化の見直し

ゃ経済変動への対応策として合理化の見重しが迫られているという， 

r2000 年の福科厚生jめでは， r今後の福寺IJ厚生の諜難者t-1悲職者播祉から生援総合福祉への

転換jにあるjとし， r.生譲総合揺さII:とは「在韓中はもちろん，定年退犠後も含む総合生童生活

も経済的，肉体的，構神的，社会的により豊かで安定したちのにするために，従業員とその

家族が行う詞主的努力に対して，企業が組議的，総合的に支援するサーピス jを指し，それは

従業員の「財産彰成J1健康体力づくり J1生きがいづくり J1生鵠保健づくり J1高齢退韓者の

生活支援jで構成方れる Jとしている.

しかし，…方にはこのよう江新しい福利厚生の考え方に対しでは， 1企業中心社会Jを支える

制度であり， 1社会人間づくり J強化の制度で，企業による「生概総合管理」であるとする批判

的な意見もま子政しているものの，受益者側の反応は「時間的ゆみりは増大するものの，住宅対

震は依然として厳しし高齢者社会に向けて充実すべき制度も多い.補利厚生費は緩やかなが

ら増加を続け，相次ぐ新しい制度の導入で福利厚長は着実に発3起するJ(12000年の福利厚生に

関するアンケ…ト j民鵠企業，公宮庁，労艇の担当者及び学識経験者へのアンケート〉という

予想、が大勢徒出めているという.

このような福斜路生の昆蓋しは，高齢北社会や余畷社会の$fJ来という社会構題に起翠してい
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ることはいうまでもない.従来の「労働力の再生産Jや「自己轡発による労働の効率化」のた

めの福利厚生から脱却して，� 1属人の自烹的な価値観としての「生きがいの追求jや「生活の創

造」に接近して，� r仕事を含む総合的生活能力の開発jを構想、するものであると考える.

換言していえば「企業が行う生涯学背〈また ポーツ〉鴻鵠への揚成jに接近する号車J

震，� r事業，瞳設jへの移行であると判断できる. ポーツは，地域社会，家庭，学校，職

域社会などの全ての場で，余ての人々が，それぞれのライフステージに応じて，スポーツ・

フィットネス・レクリエーシ盟ン活動に参加できる環瀦受難戒して議輿を醤るべきであると考

えるからである.

詰述したように，企業が支援して行われる「スポ…ツ・フィットネス・レクリヱーション活

動J，ま法定外握手守厚生事業であるが， これは戦域社会人の戦場での� f快適な生活J(amenity 

life)や職議社会人の� f鍵諜と生きがいJ(health &identity)を綴出するプログラムといえよ

う.今後は，高齢化社会や余韻社会に対応する「滋域社会人の佐渡学習や生涯スポーツjの推

される‘1アとなることがそ予測1)進の場として重要な役割を拐うエ

例えば，輪場における健康増進の運動iふかつての「職場体操J連動から「企業内フィット

ネスj運動へ，更に「心と身体の健康づくり連動J(T.H.P)へと発展してきたし，スポーツ・

レクリエーション関連の福利厚生「施設Jも，多様化した利用者のニーズに対応したリニュー

アルを推進している企業も多く見られる.このような動向は，� r新しい福利厚生制度の再構築」

の序章であると判断できる.

企業が支援して行う福利陣生事業が，生雄学閣や佐穂スポーツにアプローチする効果的な内

容と方法の創出こそが現J在課せられている戴嬰な謀蹴であるといえよう.

本研究は，移行期にあると考えられる現夜の職域でのスボ…ツ・レクリエーシ� g ン活動状況

を生涯スポーツの視座から検討して，生涯スポ…ツ撤退の方向性会考えるための基礎資料を得

ょうとして着手したものである.

生涯スポーツ研究のエリアは家臨，学校，地域社会，職域社会とに大別できるし，ライフス

テージ部や人留の生活講造上からの盛分法も考えられるが，今翻，私速は� f韓域社会をタ

ゲットにした研究」からスタートした.企業スポーツ研究艇と し きるというメ

リットがあったからである.

論文の作成に当たっては，� r分裂執筆する罷域を素材にして室長立した論文構成とするjものと

ふ執筆者は「内容に見合うテーマを設定して独立した論文を作成するjことぞ申し合わせた.
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従って，� r必要きなら拠調傾城以外の資料を使用しでも構わない」し，� r考察の内容が仰の執筆者

の考察とオーバ…ラップしでも構わないj こととした.

「生渡スポーツ研究J(大手企業社員の意識謁査から)という大きな研究テ…マなので，考察

項自が独立した論文として成立する内容であると考えたからである，

資料・文献 �  
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1 研究の方法

深瀬古邦

調査対象� 1. 

[対象企業]

家電メーカー� 2社，鉄鋼メーカー� 2社(いずれも東証� 1部上場企業)合計� 4社

[回答者数] 

10 代� 20 代� J 30 代� 40 代� 50 代 辺[:]、 言十� 

男 性 。� 71 59 76 45 251 

女 性� 43 7 5 1 57 

辺口、 計� 114 66 81 46 308 

闇査方法� 2. 

① 	 アンケート調査;各社の福利厚生担当責任者にお願いして実施し，担当者が回収して一括

して返送してもらった.� 

② 	 面接調査;会社訪問を行い，福利厚生担当責任者から直接，質問事項への回答や意見を聴

取した. (ただし，企業(競技)スポーツ研究チームとの合同調査だったため，福利厚生の領

域の話題が少なく，充分なヒアリングとはいえなかった)

調査期間� 3. 

1992年7月-10月
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抵 結果と考察

スポーツと自己の接擦に興ずる意識議室から〈考察1)

櫛井

1 はじめに

本研究は移行期にあると考えられる現在の職域でのスポーツ'レクリエーション活動状悦後

生誕スポーツの視座から検討して，生援スポーツ推進の方向性を考えるための基礎資料安作成

するためになされたもので£り，そのなかで本節では，スポーツと白己の健康に隠す

ら，スポーツに接する人と自己の健康との関連牲を鳴らかiこすることを自的としている喰

まず最初に健康ということについて考えてみると，そもそも健康には様々えま概念が蒜悲し，

いまだにコンセンサスを毒た健康の議;誌というものは存在していない.r鍵療とは，身体的，精

神的，及び社会的に完全によい状懇にあることであり，単に疾病または童弱でないということ

ではないj という� WHOの健康の定義でさえ.� r身体的，精神的，及び社会的に完全によい状

に対する尺度が暖味であり非常にわかりにくい，というのは，これらの尺度は社会の悩儲

観と強い関連性を示すために，国，地域レベルによっても尺度が異なるという疑問が生じる.� 

8らに「完全」とはどのような意味で用いているのかということである.つまり，身体に障害

そ持つ人に身体的に完全な状態を望んでも無期な桟文であり，では彼らに健康はありえないの

かというとそのようなことはない.するとここに来騎が生じるという問題も発生する.このよ

うに� WHOの健康の定義をみても様々な問題点があることに気づくであろう心.

さらに，� r健康という記想jの著者であるルネ‘デュボスは「縫康とは，人が選訟において受

け継いだ遺産の潜在方を，可能な綴り発露できることである.Jと定義している.また，マクダ

モットは「鑓療とは彊人がその人器脊の適転的条件， El然ならびに文化的な環諸によっ

された状認において，どれだけ強巣的に機能できるかという桔対的なものであるj と定義して

いる.つまり，健康という概念にはニ種績の側衝が存夜すると考えられる.一つは� WHOの健

康の定義のように，個人的な努力と行政会始めとする社会的な努力の両面からのアプローチに

よって目指すべき概念としての側面的.一つは生物としての人聞という立場から， 弱点や陣!審

会もちながらも潜在的な能力を十分に発揮して環境に趨応し，はつらつと生きるという環境と

人間との良好な関係の結果としての状態を健機状態とするという側面である5) 
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しかし普段我々は鍵療という言葉を頻繁に菊L¥ あたかも議念規定が明確になミきれている

かのように，あるいは様々な意味を押しつけて蔀合よく使関しているというのが務状であろ

う.しかしながら，ここでは健騰について論じることが目的ではないので，� 1健康Jという

を，健康論というと必ずといってよいほどよく登場する，前述した� WHOの健康のま忠義として

考えていく壷

次iこスポーツについてであるが，これも鍵霊祭荷様様々な概念が存在し，さらに援や持ftに

よってもその概念は異なる.たとえば，わが国では拝撲はスポーツでないという人も存在する

が，欧米では7.x.ス(西洋将棋)は派なスポーツで，同際競技会も開催されるほどである.

また，剣道や相撲というものは，現在わが国ではスポーツとしてとらえられているが，第二次

世界大戦中は裁選として， スポーツとはっきりと豆足立をしていたという涯史もある1) しかし

ながら，わが躍ではスポーツというと一般には身体活望書という意味にとらえられているようで

ある.身体活動としてのスポーツを，その目的から分類すると四つに大題することができる z

つまり，記鎌ぞ向上させる「競技スポ…ツJ，発育発遣をt認す「学校スポーツJ，健機，体力づ

くりのための「市民スポーツJ，そして病気の治療，社会観帰のための「リハビリテーションJ

であるお. しかし， ここでは生濫スボ…ツに癒する研究であるため，市長スポーツとしてのス

ポーツとして考えていく.

また，考察の方法としては，スポ…ツに接する人と岳己の鍵霊長との関わりということで，費

問票【Q7:あなたはスポーツをすることが好きですか1(以下 fスポーツ野き� ?Jとする)[Q 

9 :あなたはスポ…ツが得意ですか】(以下「スポーツ得意?Jとする)の� 2聞の結果と，費問

票【Ql:あなたはこどもの頃鍵療でしたか】〈以下「小児時健康?Jとする)【Q2:あなたは

表在健康ですか](以下「現在鍵燦?Jとする)[Q3 :あなたは現在の自分の健康について不安

惑をもっていますか1(以下「健康について不安?Jとする〉の� 3簡の結果の関連性委箆ること

によって考察後行った剥� 

2 結集

スポーツが好きということと健康について� 1. 

ここでは� [Q711スポーツ好議� ?Jと，� [Ql1月、兇持健康?J[Q 2 1 1現在鍵療?J[Q 31 

「鍵療について不安?Jそれぞれをクロス集計することによって考察を試みた‘まず最初に� [Q 

711スポーツ好~? Jと【Qlll小児時健康?Jについては，スポーツが評きである人は全体

の83.8%であり，そのうちの� 83.7%はこどもの頃健康であると回答している.つまり，ここで

はスポーツが鮮さということと，こどもの頃健康であるということに高い鴎適性が見られると



12 中央大学保健体育研究所紀要 第� 13努

いうことがいえる.つぎに【Q71rスポーッ好議� ?Jと� [Q2]r現在健康?Jについては，ス

ポーツが掛さである人は全体の� 83.8%であり，そのうちの� 83.3%は現在健康であると回零し

ている.つまり，ここではスポーツが府議ということと，現在健康であるということに高い奨

連性が昆られるということがいえる.つぎに【Q71rスポーツ好き� ?Jと� [Q3] r健康につい

て不安?Jについては，スポーツが好きである人は全体の� 83.8%であり，そのうちの� 39.9%は

現在の自分の健康に不安がはいと回答している，しかしながら，不安があるという魁容が� 

23.3%，どちらともいえないという回答が� 36.8%あり，スボ…ツが好きであるということι
現校の呂分の鍵撲に不安がないということに闘しては高い関連性を得ることができなかった.

ここでは，スボ…ツが好きということと鍵療についてみてきたが，スポーツが努きというス

ポーツに対して肯定的な考え告もつ函答が全体の� 83.8%という議い数値を示し，そのうちの� 

80%以上がこどもの頃鍵擦であり，現荘も健康であるという回答であった.しかしながら，現

荘の自己の鍵康に不安感がないという削答になると� [Q1] r小児時健康?ム� [Q2] r現夜鍵

嬢?Jほどi高い関連性が見られなかった.つまり，スポーツが好きということと現在までの健

康には高い関連性が見られたが，スポーツが静きということとこれからの健康については高い

関連性がみられなかった‘

スポーツが得意ということと健勝について� 2. 

ここでは【Q9]rスポーツ得意� ?Jム【Ql】「小路時鍵康?J[Q 2] r現在鍵護?J [Q 3] 

f健康について不安?Jそれぞれぞクロス集計することによって考察後試みた.まず最初に【Q 

9] rスボ…ツ得意?Jと� [Qll川、児時健康?Jについては，まずスポーッが得意である入は

全体の� 40.6%であり，スポーツが得意でも不得意でもどちらでもないの� 47.7%に次ぐ結楽で

あった.スポーツが得意であると賠苓した人の� 83.2%，どちらでもないと服審した人の� 82.3%

はこどもの閥健康であると回答しており，スポーツが得意であること� ι こどもの頃鍵擦であ

るということに高い関連牲が見られるということがいえる.つぎに� [Q9] rスポーツ得意?J

と【Q2]r現在健康?Jについては，スポ…ツが詩意であると回答した人の� 86.4%，どちらで

もないと匝害した人の� 80.3%が現悲健康であると匝答しており，スポ…ツが得意であること

と，現在健康であるということに高い関連性が見られるということがいえる.つぎに� [Q9]

「スポーツ得難?Jと【Q3]r鍵療について不安?Jについては，スポーツが得意であると臨答

した人の� 45五%，どちらでもないと屈答した人の� 35.4%が現在の健康に不安がないと回答して

おり， スポーツが得識であることと，現殺の健康に不安がないということに関しでは【Ql] 

7小克時鍵康?J，[Q2] r現在健康?Jほど高い関連性が兇られなかった.

ここでは，スポ…ツが得意ということと健康についてみてきたが，スポーツが得意という出
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答が全体の 40.6%で，どちらでもないという回答の 47.7%に次ぐものであった.スポーツが得

意であると回答した 80%以上がこどもの頃健康であり，現在も健康であるという回答であっ

た. しかしながら， 現在の自己の健康に不安感がないという回答になると【Ql】「小児時健

康 ?J【Q2】「現在健康 ?Jほど高い関連性が見られなかった.つまり，スポーツが得意という

ことと，現在までの健康には高い関連性が見られたが，スポーツが得意ということとこれから

の健康については高い関連性がみられなかった. 

3 考察

スポーツに接する人と自己の健康との関連性についてみてきたが，スポーツが好きというこ

とと健康との関連性と，スポーツが得意であることと健康との関連性が非常に似た結果である

という知見を得ることができた.スポーツが好き，あるいは得意と回答した 80%以上がこども

の頃健康であり，現在も健康であるという回答であった. しかしながら，現在の自己の健康に

不安感がないという回答になると，スポーツが好き，あるいは得意と回答した人に高い関連性

が見られなかった.これらの結果は，スポーツに接している多くの人が子どもの頃健康であり，

現在も健康であると認識していると考えることができる. しかしながら，今後の自己の健康に

は不安があるという回答が少なからずあるということは，今後は今までほどスポーツに接して

いく機会，時間のゆとりがないのか，あるいはまだ経験していない老化というものに対する不

安感からこれらの結果につながったと考えることができる.

スポーツに接している人の多くが現在まで健康であるということは，スポーツをすることと

健康には何等かの関連があると考えることができるが，スポーツが健康に及ぼす有用な効果と

して，太田，加藤はまず体力の向上をあげている.一日約三十分の歩行運動が心血管系疾患，

癌，その他の疾病による死亡を予防するのに十分効果があるとしている.そのほか肥満の改善，

高血圧の改善，高脂血症の改善，糖尿病の改善，虚血性疾患の予防，呼吸器疾患に対する効果，

整形外科的な効果，精神心理的な効果，老化の予防をあげているの.このことから，スポーツは

身体的，精神的に良い状態であるために絶対必要性があると論じることはできないが，深い関

連性を示していると考えることができる.この身体的，精神的に良い状態というのは前述した

健康の定義「健康とは，身体的，精神的，及び社会的に完全によい状態にあることであり，単

に疾病または虚弱でないということではない」の一部を表しているといえる.また，チームス

ポーツ，とりわけ競技スポーツにおけるチームスポーツにおいては，個人と集団(チーム)と

いう関係のなかで，我慢することなどによって協調性など人間形成にも十分寄与すると考えら

れ，スポーツは社会的に良い状態であるために必要であるとも考えられるが，生涯スポーツと
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いう立場に立脚して考えると，ここまで言及することは困難であると考える.

以上のことから，スポーツをすることによって健康を聾得することができるという，スポー

ツすることと健康の獲得に関する因果関係をここで論じることは不可能で、あるが，スポーツに

接している人の多くは健康の聾得を認識しているということで，生涯スポーツの大きなテーマ

は健康の獲得であり，生涯に渡ってスポーツをすることと健康の獲得には大きな関連性がある

と考えられ，その生涯スポーツ推進の方向性を探るための基礎資料としては，見通しが明るい

知見を得ることができたと結論づけることができる.
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2 スポーツ活動部漢籍技法について〈考案� 2) 

柳 宏

は じ め

本現では大手企業に働く人たちのスポ ツ活動の実施状誌について考察する.

今磁調褒を行った企業� (4社〉は自社内にスポーツ議設を持ち， プログラム・-Jt どスを中

心としたスポーツ事業を展諾し多くの人たちが参加している. このよう

としてのスポーツ活動は企業で働く人にとって，生護スポーツの観点からも叢饗な…顕であ

る. しかしここでは，働く人たち臼らが社外において， 自主的に行なっているスボ ツ活動に

ついて焦点を絞り， その実施状況について男女ぞ比較しながら検討していく.

スポーツ活動の実施状況

スポーツ活動の実施率

関1は� iQ13.あなたは現在，社内スポ� ツ活動以外に持か運動を実施していますかJ(以下

，女性が斡?識と，1)s翁という〉に対する問答の懇話事結果である.男性が豹jポーツ業譲状況
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図-1 社外でのスポ ツ活動実施状況



16 中央大学保健体育研究所総繋 第� 13号

男女ともに半数以上の人がスポーツ活動を社外で実擁している.一般的には，継続的に何色か

のスポーツ活動者行っている人の割合は約� 2--3暫程戒であることを考えると，今回の諜査結

果は非常に高い実施率であるといえる.

争 スポ…ツ活動の実施動機� 

( i ) 実撞動機

図2は� iQ15.スポ…ツ実施の動機をお関かせくださいJに支せする回答(複数回答〉の集計結

栗である.男性では，� i纏嬢・体力の維持・増進Ji気分転換Ji体を動かすことが好きJi仲間

との交流Jなどの動壌が7書IJ壱越す回答であり，ついで� fストレス解消jが� 8割を蹴す回答率

である.女性の場合も男性と同じような傾向を示しているが，特に女性のiまとんどが「体を動

かすことが好きJ i気分転換jなどの動機をあげている.� i英容と鍵療のためJは男性の約� 3借� 

1∞TigtqS5.7.i 「;;7.1 
、}、、"J I 
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(動捜〉 

1:からだそ動かすことが好きだから. 

2 :気分転換によいから. 

3 :ストレス解消のために. 

4 :スポーツする仲間との交誌が楽しいから， 

5:韓療と体力の維持・増進のために. 

6 :柴容と樺康のために. 

7 : I当分の鍵療や体力に不安安感じたから.� 

8 :からだの議えを感じたから. 

9 :身体護状の緩和のために. 

10:余綴時関を有効に過ごすため，� 

11:その他� 

歯-2 社外でのスポーツ活動実施動機
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近く，女性らしい特徴である. r余畷時期の有効利埼j も半数以上が回答している.一方� f健

康・体力への不安J r体の衰え与を感じたJ r身体症状の緩和jなどの動機は，男女ともに比較的

このようにスポーツ活動の翼線動機から昆ると，自分の健康や体力に ある人が，臼常

生活のゆとりや豊かさを求めてスボ…ツ活動を行っているようである.

ちなみに，� rQ 14.スポーツ括動の悶的(記述凶容)Jでは，産鐙i的iこ「楽しみJが多く，つい

で「健康・体力の維持J r皮人とのコミュニケーションJとなっており，活動動機後蟻付けてい

る.� 

(u) 行わない開由

関3は「社外でスポ…ツ活動後行わない理由� (Q16.複数回答)Jに対する問答結果である.

男女とも約6哉の人が「時端的余絡がないjと答えている.そして「経済的余絡がないJ r他に

行いたいものがあるJ r長続きしないJなどの理由が，� 3人iこ1人ほどある. f運動が嫌いj 

日記、要性がないJ等は低い回答:惑である復

以上から，スポーツ活動を実擁していない人たちはスポーツ活動の必要性は認めているもの� 
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1:運動が好きをなもゆ通ふ 

2 : ̂ポーツを行う必望書警生後緩めないから. 

3 :ほかに行いたいものがあるから. 

4 :スポーツはしたいと燃うが時間的余絡がないから. 

5 : .スポーツはしたいと殿、うが総済的余絡がないから， 

6 :スポーッ lましたいと思うが主義絞きしないから.� 

7:その他

図…� 3 社外でスポーッ活動を行わない理由
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の，余暇時間の持ち方や経済的な問題など，何らかの陣轡によってスポ…ッを行わないという

結果になっているようである.スポ…ツ経営の努力によって解決される問題もあると思われ

る.� 

@ スポーッ活動種目� 

(i) 現在のスポーツ活動種目

表� Iは社外で行なっているスポーツ活動積号の上位5 したものであふ最も人気の

あるスポーツは男性がゴルフ，女性がスキーであり，それぞれ2入に� 1入は行っている.男女

ともに特徴的なことは，ゴルフ，スキー，テニスといった，いわゆるレジャー・アウトドア・

スポーツが上盈を占めていることである.

表-1 社外でのスポーツ活動種El(ベスト 5)

男性� (N= 143) % 女役側部� 39) % 

1位 ゴルフ� 50.3 スキ� 56.4 
2位 スキー� 29.4 テニス� 30.8 
3位 テニス� 21.7 水泳� 28.2 
4位 ジョギング� 16 ゴルフ� .1 17.9 
5位 ソフトボール� 13.3 ジョギング� 5.1 

〈誌〉 新たにやりたいスポーツ活動種盟

表 2は新たにやりたいスポーツ活動種目の上位5種目を表したものである. ともに現在

のスポーツ活動種毘と両様のレジャー・アウトドア・スポーツがほとんど後占めている.

現在行っているスポーツ，これから行いたいスポーツともにレジャー・アウトドア・スポ

ツに人気が集まるのは，スポーツ活動動機が生活のゆとりと離か足さにあることからであろう.

表-2 新たにやりたいスポ…ツ活動種目(ベスト� 5)

男性� (N= 126) % 女性� (N間� 37) % 

1位
2佼
3位

4位
5位

ゴルブ� 

テニス� 

スターノ〈ダイピング� 

水泳� 

スキー� 

32.5 スク…ノfダイビング� 

23.8 テニス� 

16‘7 ゴルブ� 

15.9 水泳� 

8.7 ウインドサ フィン� 

35.1 
35.1 
32.4 
18.9 
16.2 

岳 スポーツ活動の場� 

(i) 利用スポーッ活動施設
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隠-4 スポーツ施設利用準

労室長 女性

関-5 利用スポーツ施設箇所

図41ま「どこのスポーツ譲設を利用しているか� (Q28，Q 29. Q 30)Jに対する剛容である.男

女ともに最も多いのが公共撞設で，ついで自社蕗設，議議施設と続いている.女性は男性より

も公共・瀦業主lij施設ともに利照が多い.

毘15は「何カ所の議設を利用しているかJについて集計したものである.女性の方が男性よ

り，複数のスポーツ議設そ利用している.

女性のスポーツ活動実施主容が男性よりも高いことからも当然の結楽である盈

(証〉 スボ…ツのための接行

図6はfQ31.スポーツのための旅行をしますかjに対する回答の集計結楽である.女性が男
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9J性 女性

国-6 スポーツのための旅行経験

性の約� 2倍ほどスポーツ旅行を経験している.種目は男性がゴルフ，女性はスキーが最も多く，

テニスがそのあとに続いて多い.

スポーツ活動実施率との関係要因� 2. 

① スポーツ活動と健康

表� 3は「スポーツ実施状況� (Q13)Jと� IQ1.あなたは子どもの頃健康でしたかJIQ2.あな

たは現在健康ですかJIあなたは，現在自分の健康について不安感を持っていますか」に対する

回答の関係についてが検定を行った結果である.男性はスポーツ活動の実施率とすべての項

目において有意な関係が見られる.女性は現在の健康度との聞に有意な関係が見られている.

男性の場合は過去，現在，将来とすべての時期に健康に対して不安を持たない人が，女性は現

在健康に自信のある人がスポーツ活動を行っているといえる.

表-3 スポーツ活動実施状況と健康

ょ一一¥¥x 
2

x2値� 結果� 

男性

Ql. 子供の頃健康� 8.64 * 
Q2. 現在健康� 7.07 * 
Q3. 健康に不安感を持つ� 8.43 * 

女性� 

Ql. 子供の頃健康� 0.09 

Q2. 現在健康� 6.86 ** 
Q3. 健康に不安感を持つ� 2.08 

* 
**

< 0.05 
< 0.01 

② スポーツ活動とスポーツ感� 

表4は「スポーツ実施状況� (Q13)Jと� IQ7.あなたはスポーツをすることが好きですかJIQ 



Q7. スポ ツする築が好き

男性� Q8. スポ ツ1':観る事が好き� 

Q9‘ スポーツが得意� 
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8.あなたはスポ…ツを鏡ることが好きですかJiQ9.あなたはスポ…ツが得意ですかjに対する

留答の関係についてx2検定を行った結果である.男性はスポーツをすることが妻子きな入と得

意な人の織に，女性はスポーツをすることが好きな人との間に有意な擦係が見られる.スポー

ツ殺することが好きな人がスボ…ッ活動を実施しているという当然の結巣が現れているが，ス

ポ…ツ活動を実識している人〔するスポーツ)とスポーツを観ることが好きな人(観るスボ

ツ)の聞には，ここでは関係は見られない.

表-4 スポーツ活動実施状況とスポーツ感� 

x2 

性� 

ポ
一

ス一
倒
時
…

ツ
一

A
N 滋

一
郡
一

n
u
 

一
<
<

一
本
*

一

*

…
 


@ スポーツ活動と観るスボ…ツ

事長一5 スポーツ活動実施状況と観るスポーツ

性----町� x2鏑 結楽� 

Q19. スポ ツ新聞� 0.39 

Q20. スポーツ専門雑誌� 8.15 本� 

Q2L 一般新鶴・滋刊誌� 2.77 
努数� 

Q22. 一般雑誌� 

Q23. テレビのスポーツ番組� 0.62 

Q25. 競技場での観戦� 10.10 ** 
Q 19. スポーツ新聞� 0.50 

Q20. スポーッ専門雑誌� 1.71 

Q 21. 一般新鵠・滋刊誌� 0.04 
女性� 

Q22. 一般雑誌� ! 0.85 

!Q23. テレビのスポーツ番組� 1.61 

Q25覆競技場での観戦� 0.15 

*く 0.05
**<0.01 
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5 ~ま「スポーツ実施状況 (Q 13)Jと� iQ19.あなたはスポ…ツ新酪をいつも読んでいます

かJiQ 20.あなたはスポーツ専門雑誌をいつも読んでいますかJiQ 21.あなたは一般新聞や遡

スポーツ記事をいつも蹴んでいますかJiQ 22.あなたは一般雑誌のスポーツ記事をい

つも読んでいますかJiQ 23.あなたはテレビのスポーツ番組をよく観ますかJiQ 25.あなたは

スボ…ツ観戦のために競技場に掛かけますか」に対する討議;の関係についてが検窓を行った

る.男性のスポ…ツ活動実施率とスポーツ導門雑誌購誰，競技場での観戦の項践の践

に脊意な関係が見られる.� (2ト…4舎では「するスポーツJ~ニ「観るスポーツ j との関連は無いと

述べたが，スポーツ活動を作っている男性は，スポーツ専門誌を購読したり，スポ…ツ観戦の

ために競技場へ足を運んでいるようである.

おわりに

大手金業に働く人たちの社外でむスポーツ活動実施の状説について概説してきた.今掛の謁

は対象者を企業側に一校して行ったので，結果をそのまま大手企業で働く人たちのスポー

ツ初動の特徴として捉えることには多少問題は残るが，今闘の企業では非常に高い割合の人た

ちがスポーツ活動を実施していることがわかったこれまで一般的に，一般社会人のスポーツ

活動の悶的は「スポーツ活動口健康のためj という額肉が強かった. しかし今回の調査では，

健康になるためにスボ…ツ諮畿を実施しているというよりは，ある程変健康に自揺のある人

が，生活の充実や心のゆとりを求め， レジャー・スポーッそ中心に楽しみ，結果として鍵室長で

襲撃かな生活を営もうとしていることが明らかになった，生議長スポーツの観点、からも， このよう

なスポーツ活動が増加していくことは望ましいことであるが，スキー，ゴルフのような単発的

日常的な活動だけでなく，日常生活に溶け込んだスポーツ活動の実践が今後議離である.

参考文献�  

2(浴)余鍛務発センター，ゆき.192レジャー白書.r1) 

2) 大木裕一員E他編 r~主緩スポーツ j 共栄出版〈株入 1988 

3) 文部省体育・スポーツ研究会編『すぽーとどア� 2U(椋〉体育総設出版.1990 

4) 成瀬 他『企業における競技スポ…ツについてJ(第 1報)中央大学保健体育研究所紀望書音響� 12包� 

1994 

5) 岡本薫� f入門・生涯学爾政策J(資)サンプリンチィング. 1994 

6) 粂野験他編『生渡スポ…ッJプレスギムナスチカ，� 1告77 

7) 滋商産業省政策局編� fスポーツビジョン� 21J(財)滋溺語家業灘議会. 1990 

8) 一条真也� Fゆとり発見J(徐〉東急エージェンシヘ 19鉛
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3. スポーツ溝報への寓心とスポーツ活動の糞銭{考察� 3)

成瀬

1.はじめに

スポーツ活動に対する関心には� f行うスポーツ� (do sports)J と 「罷るスボ…ツ� (see 

sportsりの二つの喜総額が存ぞまする守� 

f畿る」開ち靖報を得る方法としては「新聞講読J • r雑誌講読J • rテレビ視韓Jといった

マスメディアを通して，また実際に競技場に行って観戦することが考えられる，

「観る」ことによってスポーツそ楽しむこともまた，その人にとって潤いのある生活ぞ送る手

段として有効であることは関連いない. しかしながら本研究のテーマである生護スボ…ッとい

う観点から考えれば，スポーツ話動は実践してこそ意味があると考える� e

企業内スポーツ存衰の議婆な柱はニつある.一つは会議が� CI(CorporatξIdentity)効果や

イメージアップと蕗品の笈長効果を期待する� f競技スポーツ(チャンピオン・スポー

ツ)J. もう一つは従業員の福利麟生のために行う「スポーツ・フィットネス・レクリ� ιーシ謂

ン活動』である.そのために経営側は自社内のスポーツ施投の躯備拡充や民間スポーツクラブ

との業務提携など，従業員のスポ…ツ活動の実践のための努力をしているのである.

ヌド壊においては，� rスポーッ新鵠J. rスポーツ雑誌J. rテレビj等のメディアからのスポ

ツ矯報車得への関心� (seesports)とスポーツ活動の実践� (dosports)との翼連，またスポー

ツ現場の緩載と実護活動との鰭議とを考察し，生涯スポーツに対する姿勢を探ってみたい.

(1 ) メディアへの関心とスポーツ活動

(j)関心度

額(1)は� [Q19:あなたはスポーッ新揮をいつも読んでいますか1・[Q20:あなたはス

ポ…ツ専問雑誌をいつも議んでいますか1・[Q23:あなたはテレどのスポーツ番組をよく観

ますか1(以下 Eメディア関心禦】という)と� [Q13:あなたは現在，社内スポーツ活動以外に

何か連動を実施していますか】(以下【スポーツ活動実蹄】という)との関係の集計結果である.

問じメディアに対する襲勢でも「新聞」・「雑誌」に対する場合ム「テレビ」に対する勝勢

結果の考察� 2. 
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国一� 1 スポーツ・メディアへの関心度とスポーツ活動状況

とでは大~な相遣が見られる.新聞講読に関しでは全回答者 (308 名)の 48.4%の人が iNOJ

であり，雑誌、講説においては実に� 61%もの人が� iNOJと答え� iYESJを大きく っている.� 

i?Jグループの人を「時々は読む」と理解して� iYESJグループに組み込んだとしても，雑誌

講読においてはやっと� 38%であり� iNOJグループには蓮に及ばない.新鴎は職場など割合に

身近なところにあることから，自分では購入しないけれど読むことはあるということであろう

か.

これに対し「テレビ」によるスポーツ番組鋭戦になると� iYESJとiNOJの立場は逆転する.� 

iYESJグループは� 18.9%，i? Jグル…プそ組み込むと実に� 94%もの入がテレどのスポーツ番

組を観ていることになる.まさに「テレビ・スボ…ツ化時代jである.やはりスポーツ文化の

情報収集には，静的な活字よりも躍動的な臨樋脇が踊れる「映像」の方が過しておりニーズが
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盟-2 競技場でのスポーッ綴戦とスポーツ活動状況

高いということであろう島� 

ちなみに，よく嬢るスポーツ種自はやIであるかを� [Q241の密答から男女別に縛めてみると，

男子のベスト� 5は� f野球J• rゴルフJ• r輯撲J • rテニスJ • rバレーボ…ルjの顕であ

り，女子は� f野球J• rテニスJ• rゴルフJ• rサッカ-J • rラグビであったー一部

の穫自を捺いては自分自身が持うことは不可能であると思われる積層が多数あり，� r雛るJこと

と� f行うj こととはあまり興係はないと蓄える.� 

<ID スポーツ活動実践状況

スポーツ情報を得るためのメディアの活用にはかなりのパラつきがあるわけであるが，自分

自身のスポーツ活動の実状はどうであろうか.

向じく図(1Jから「新聞J ~ r雑誌J • rテレビ」の� 3領域ごとにスボ…ツ荷動実施の実

状をみると，全ての領域において「活動しているj人の総数が� 182名� (59%)と過半数を鵜え，� 

33%強の「活動していないj入後上翻っている.

スポーツ構報の入手擦をどのメディアに求めるにせよ，自分のスポーツ活動の実犠について

は穣極的な姿勢が見られる.特に� f新鵠講読jや� f雑蕗講義jの領域においては� rNOJグルー

プか、多かったにも拘わらず，スポーツ活動の実践者が非実接者を大騒に上思ったことは積極的

な姿勢を裏付けるものである.� 

f【スポーツ活動実践1(Q 13)Jの投開内容が「社内スポーツ活動以外のJと限寂している点

を考えあわせると，スポーツ活動実践者の策教はもっと上回ることも考えられる.いずれにせ

よメディアへの関心度とスポーツ活動の実践状況とは直接的には関係はないと誘ってよいであ

ろう.
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思…3 競技場でのスポーツ観戦とスポーツ活動実銭動機

由競技場でのスポーツ輯戦とスポーツ活動� 

e スポ…ツ観戦の実状

図� (2)は【Q25:あなたはスポーツ観戦のために競技場にでかけますか](以下【競技場で

の観戦】という)とはスボ…ツ活動実践】� (Q13)Jとの関係の集計結果である.

競技場に潤う� rYESJグループの人は� 48%.どちらとも設えない� r?Jグループは� 27%.通

わない� rNOJグループは� 25%である.r?Jグループを� rYESJグル…プに組み込んでみると，

実に� 74%の人が盤技場に行ってスポーツ観戦をしていることになる.かなり積極的な姿勢で

あると思えるが，製して実状はどうであろうか.男子のみの集計であるが，その種目のベスト� 

5は� f野球J. rラグビーJ • rサッカ-J . rバスケットボ…ルJ. rパレーボールJであ

る.アンケート鐸変の結果からは，はっきりとは読み取ることは出来ないが，この種目の内容

には疑爵を態かずにはいられ江い.

「野球Jが儲践的スポーツとして一穀に親しまれていることから，テレビ観戦の場合図様に庄

鎖的多数でトップ号をおめでいるのであろうと考えられる点は納得できる，また� fラグビーJIま

年末から正月にかけての� f大学選手権J • r柱会人選手権Jそして� f念日本選手権Jと異常な

までの人気の高まりそ見せている点.rサッカーjもまた「ワールドカップJ挑戦からはリー

グ」結成に向けて銭灘が盛り上がっている点(この調査を行った時点ではrJリーグJは準備段

階であった)そ考えると納得は出来る. しかしながら他の種目� (rパスケットボ…ルJと「パ

レ…ボ…ルJ)については正直なところ競技場の観客数は減少の一途である.とても積極的に足

を運ぶような盛り上がりを見せている種目とは思えない.となるとこの両種目は日本リーグ等

で自社のチ…ムの応援に動員された結果が含まれているような銘艇が多分に感じられる.

実際に〈これもまた男子のみの数字であるが)，【Q27】にで� fあなたが観たいと患うスポー

ツ穂留Jについて聴いた結果は.r野球J. rサッカ� .rラグど� .rテニスJ. rゴル
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魁-4 スポーツ活動実践種邑

関…5 スポーッ活動非実践者の穣EE 

フ」のJI撲となり，� 1パレ ボールjは6般に「バスケットボールjは8般に落ちている.� 

@ スポーツ活動実臨状波ー

競技場に行ってスポ ツを観戦する人� CIYESJグループ)147名中， スポーツ活動実践者は� 

93名で� 63%，I? Jグループ� 82名中実践者は� 54名で� 66%，テレビのスポーッ番組観戦者の場

合同様に， 自身のスポ ツ活動実践についてはかなり穣極的な饗勢が伺える. スポーツ番組観

戦者でスポーッ活動実践者が� 58%であるから，実擦に韓技場に足を運ぶ人のほうがより議動

的であるということが蓄えよう.

自分が活動的であるから積極的に競技場に出向くのか，競技場での若いアスリート速の譲鵜

とした活躍に触発されて自分もまた活動するようになるのか， その菌果関係を計り知ることは

できないが， いずれにせよス;f，ーツ活動は行動あってこそ意味があるということであろう.
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(3) 	 スポーツ活動実識の詩的・動機・犠詩


§呂 的 


立メディア高島心度1(Q 19・20・23はと� [Q14: 13で九まいjと答えた方は運動の実施内容

をお欝かせ下さい工立競技場での緩戦1(Q 25)おと�  [Q14]寂方の茜答結果から，自身がス

ポーツ議動会実践するに癒してその話的は鰐であるかを繰ってみる.

「章者関J • r雑誌J. rテレどJのメディア三領域，� r競技場での観戦jそれぞれにおいて，� 

IYESJグループ・� I?Jグループ・� rNOJグループともに，その巨的は第� 1に「楽しみjで

あることを挙げ，第� 2には「鍵療・体力づくりJを挙げている� そしてこの二項目が能の� f気e

分転換・ストレス解消J. IスポーツトレーニングJ. Iレジャーjといった項目を大きく引

き離している.I楽しみjとf機嫌・体力Jが閥的の会でと寄っても過言ではない.行う種目の

違いこそあれ，スポ…ツ接持うことが「楽しみ」であり且つ「健康・体力づくりjのために必

要不可欠の方法であると位機づけている.

@動 機

『【メディア関心度】� (Q19・20・23).1と【Q15: Q 13で「はい」と答えた方はスポーツ実施

の動機をお聞かせ下浅い】，日競技場での観戦】� (Q25)Jと【Q15】双方の回答結果から，スポー

ツ活動を始めるに盗った動機について探ってみる.

図� (3)は競己;誌でのスポ…ッ観戦と動機との関係の集計結果であるが， I好きだからJ • 

f気分抵換にいいからj ・「ストレス解鴻のためにJ l 健勝. If中間との交読が楽しいからJ. I

と体力の維持・増避のためにjの5漢民が，多少の差こそあれ全てのグループにおいて上位を

占めている.この傾向は「新識J" I雑誌J. IテレビJのメディア三韻填においても全く間

様である.躍的の現においては緩めて少数意見であった� f気分転換とストレス解消jが，ここ

では多数意見として表れていることをどのように解釈すればいいのか，どう脹絡をつければい

いのか大変難しい点ではあると，襲、うが，スポーツの妻子きな者同志が集まって楽しく交流し活動

することが� f幾康と体力づくりJのために多いに役立っていると認識している点において，罰

的と動機は合致している.

「美容と健療のためにJ. I髄分の鍵療や体力に不安を感じたからJ. I体の衰えを惑じたか

らj ・f身体主主状(襲こり，腰縄，� R思議〉の緩和のためjといった項吾を� f媛康・体力jの領

域に包含すると，健蔵事i勾の意識は輔さきなものであると蓄えようー

その他の動機としては，� I経済的に可能になったJ. I自然に接したいJ. I地域との交流の

ためJ. I話題を多く持つためJといった内容が見られた.
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CID種闘

鍵鹿と体力に神経会遣い，スポーツ待関との交流を通して気分転換やストレス解擦を摺って

いるスポーツ議議爽銭者逮は，どのようはスポーツ種Eを好んで実施しているのであろうか.� 

[Q 14]の罷苓から，� r競技場での観戦Jグ、ループについて集許したのが割� (4)であるー

「その他」の問符数が相当数にのぼるので，その内訳が多少気になるところではあるが，� rゴ
ルフ」・「スキ…J. rテニスJ • r水泳J. rジョギング」といった個人単独でまたは極め

て少数で行える種闘がベスト� 5で，� r野球J • rソフトボーJレJ. rパレーポールjのようなチ

ムでおこなうボールゲームが少ない点が特徴である.r野球jは� fよく観るスポーツJ• r観た

いスポーツjのトップであることを考えると意外な惑がしないでもないが，チームスポーツは

競技施設との関様，鏡技人員や椙手チ…ムとの関係，年齢や用具との関係等々の問題から行う

ことが難しいのであろう.

特に年齢と種問の関係は密接なものがあり，その点「ゴルフJ • rスキーj ・7テニスj

「水泳J. rジ嘗ギングJは年歯舎に関係なくお分自身のペースで有えることから，生護スポ…ツ

として採思する種践として適していると設える. しかしながら� fスや…jや「ゴルフjは持え

るシーズンや経滅的総面から行える頻度に制約があり，必ずしも適切な種誌であるとは言い切

れない面もある. もっとも「ゴルフ� jは「打ちっぱなし練習場J-t-多用すれば(この場合も経

済的問題は残る)日常的なスポーツにはなりうるが畳

むしろ� fサイクリング」や「ウォーやングJのような身近な種詞そ採用するほうが話的に叶

うのではないだろうか.轄に「サイクリングjは麓や足蓄に対する議担も軽いために年麓や性� 

Jjl]lこ関係なく持える立，生涯スポーツの穣闘としてま子遠であると設えよう.

参考までに，これから行ってみたいスポーツ種目について悶うた【Q18]に対する問答をみ

ると，ベスト� 5は「ゴルフ」・「テニスJ • r水泳」・「スキューパダイヴィング」・「パラ

グライダーjの翻であった.人気の「スキ…jがベスト� 5，こ入らなかったのは，男女ともに鈎

歳以上の中高年産撃の支持がなかったのが慰問であり，反対に「スネ品…パダイヴィングjやfパ

ラグライダ-Jは女性の中高年の支持はないものの，比較的各年議会襲撃から騒広い支持を得た結

果である.r大壊後飛期したい」または「海中ぞ自由に遊泳したもり人類の自然回帰への願望の

現れであろうか.� 

(4) スポーツ精勤非実践者の実状

ここまでは穣極的にスポーツ活動を実践している人達について，その閥的・動機・種目に認

して述べてきた しかしながら対極には� 104名，� 33.8%の入がー鵠スポ…ツ活畿をしないとい

う事実も存荘する. この人達は如荷なる潜血でスポーッ活動をしないのであろうか.� [Q16: Q 
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13で「どちらとも言えないJまたは「いいえJと答えた方はその開闘をお聞かせ下浅い】に対

する回答結果から考察する.(関〔日〕参照)

理由に挙げられているトップは「時間的に余裕がないJで，以下「倒にしたいものがある」・

「経済的に余裕がないJ. r長続きしないJと続札この� 4現闘が「好きではないJ. r必要性

がない」を大幅に引き離している.rその伯Jの内議としては「病弱であるJ • r樫我のためJ. 

「仕事に差し支える」・「仲間がいないJといった鴎曲が挙げられている，

「時間的に余裕がないJ. r経済的に余裕がないJ人は，その前憾として潜荘的に“やりたい

けれど"があるわけで，そこにはスポーッ活動は「暇Jと「金jがかかるものという偏った潜

在意識が伺える.韓極的にスポーツ活動会実臆している人漣の種闘の上般に「ジョギングjが

入っていることを考えると，意識改革を積極的に働き掛ける必要警があると言えるのではないだ

ろうか.

「他にしたいものがあるJ. r長続きしないJ. r必饗性がないJe酪答している人達に対し

ても，スポーッ活動部ち身体活動を日常役活のrtに車り入れることの意味と必要性について穣

極的iこ説くことが肝要でもあろうー

ままとめ

スポーツに寓する?警報を縛る方法としては� fスポー� .rスポーッ専門誌jの講読，� 

f一般誌のスポーツ構J. rテレどのスボ…ツ番総J視離が考えられるが，今臨の識査の義路内で

は圧錦i的iこfテレビjに依存していることが判明した.� 

fスポーツ紙Jに関しては� 48%. rスポーッ蕗jでは� 61%もの人が読んでいないのに対し，� 

fテレビj援戦においては実に� 79%もの人がよく観ているという結果である.

全く観ていない人は謹かに5%に過ぎない. rス~…ッ紙j は 48% の人が読んではいるが，実

際に講入してまで読む人はかなり少ないのではないだろか.

知持に「テレビjと言うメディアが欝誕生活の中に讃議しているかの抵友であり，そしてス

ポーツ番組に対するニーズの高さを純わせる.

しかしメディアへの関心度と実際のスポ…ツ補動の爽臓とは別問閥であり.� r新聞Jや「雑

誌」を読む読まないに関係なくスポーツ活動実腕に対する撒欲は高い.

その動機は多岐にわたるが，高い意欲を全うするための目的は《楽しみ》と《健康》のニ点

に集約され，健康問題に対する意識の深夜が伺えると同時に，経営側の従業員に対する生援ス

ポーツ教育の成果が読み取れる.
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しかし，そのいっぽうでは全くスポ…ツ活動後行わない人達もかなり存在し，その人速に対

する啓競活動や意識改革の必要性も多く感じられる.全社員の� 60%もの人が成人病もしくは

予備率となっているとする企業の事例報告もあり，一騎の企業努力が望まれる.

比較的野んで行っている種目は，色々な麗で縦約の多いチームスポーツ穣誌は敬遠され，鶴

人のレベルやペースで行うことのできる種惑が多しまた今後おこなってみたい積臨も間様な

嬢向がみられる点、はある意味では正しい選択であるとは思うが，生涯スポーツとしての効泉を

期待するためにはある程度目常的に行うことが議ましいわけで，その意味からすればまだまだ

工夫する余地はあると考える.<<楽しむ》種目と《健康・体力づくり》のための種目との両立が

実現できればベターであろう.

社内イベントのプログラムの検討・充実といったソフト面での工夫は，スポ…ツ範設の整

鎌・拡充といったハード面での努力と相まって，従業員の福事j厚生としての『企業スポ…ツ』

発援の裂であると考える.
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4 福利厚生事業としてのスポーツ活動についてく考察ヰ〉

木島 章文

1.はじめ に

企業経営における労務管理のー混として，補事IJ騨生事業の果たす役割は大きい.倒えば食業

側として，労働力の確保・安定を図る，もしくは投践との間の一体感醸成を図る上でこれらの

事業は大きく機能している.

これらの捜銭をより昆くするためにも，本来これらの擁護は受益者である投員やその家族ら

のニ…ズに応えたかたちのものであるべきと考えられる，

これまでの福利厚生事業には， r生活護助j塑の磁一的な施叢という性格が見受けられた.し

かし受益者のライフスタイルの多様化に伴い，従来の擁護のみでは受描者のニーズに対応しき

れなくなりつつあることが按織されている.

本研究は企業のスポーツ経営そ福利厚生事業の一環として捉え，これが受話者の如荷なる

ニーズに対応すべきか探索的に検討していこうとするものである.これについて，大手企業聞

社に勤務する綾域社会人を対象に繋跨紙調査を行ったー 

2 受益者のスポ…ツへの関心から繍

表 lと表 2は費問調日 33【自社の福利厚生施設は充実していますか】に対する閤答を集計し

た結果であるー「充実していないJとした闘答は全体の 20%程撲である.費問項闘 34【自社の

播利厚生事業は充実していますか】に対する回答においても，ほぽ同じ傾向が見られる.

福利厚生事業の受話者全てがスポーツ愛好者であることは，到底考えられないことである.

また，“スポーツをすること"を妻子まない人でもスポーツそれ自体への欝心が高い者もいるだろ

う.本研究ではまず，播李IJ厚生事業全般におけるスポ…ツ活動の議饗性について検討する.

はじめに本諜査の結果から，受益者のスポーツに対する関心を大まかに把揮する a

表 3Iま費問項目 7【あなたはスポーツすることが野きですか】と繋爵項芭 9【あなたはス

ポ…ツが得意ですか1に対する削答を集計したものである.計検定の結果，回答に有意な編り

がみられたな沿い詰3.43，p<. 00.またクラメ…ルの連関係数は 0.66であり，波方の回答の傾

向に強い連擬性がみられた.すなわちスポーツー畿に対する指向性は，本議貸の対象者におい
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て全般的に高いわけではなく，スポーツが得意であると苓え どスポ…ツをすることが好� 

さであると答える舗i需が強かった.� 

4は質問項詰� 8【あなたはスポーツを観ることが野きですか]e質問項目� 9[あなたはス

ポーツが得意ですか】に対する冨苓を集計したものである.計検定の結果，問答の偏りは有意

であったな2(4 ) 13.02，pく.00. またクラメールの連関係数は� 0.19であった. この結果か

ら，双方の回答傾向における連関は弱く，スポーツが不得意な者でも“スポーツそ観ること"

は好きである場合は多々あるといえる.

スポーツ経営一般を福利厚生の一環として考える以上，経営側としてはより多くの対象者に

福利を瀧元することを考慮すべきであろう.受益者の全てがスポーツマンではない.これらを

踏まえ，経営側は企業スポーツに対する受益者のニーズが“する"スボ…ツと“観る勿スポー

ツ双方にまたがっていることを認識するべきであろう.より多くの愛読者に繕科を選元するこ

とそ考え，企業におけるスポーツ事業は“差是るスポーツ"と“するスポ…ツ"の極言語において

展開されるべきであろう.

説緯は以上の主張に詰って，“するスポーッヘ“緩るスポーツ"それぞれに支せする受益者の要

いて考える.

まれ“するスポーツ"事業に対する受益者(運動者)鰯の謀議について検討する.これを行

うにあたり，調査結果から実擦に運動者はどこでスポーツを実験しているのかそ把握してお

く.� 

5と表� 6はそれぞれ質問項目� 7【あなたはスポーツ脅することが貯設ですか】と� 13【あな

たは現在，社内スポーツ活動以外に何か運動を実施していますか】，質問項悶?と� 29【あなたは

自社のスポーツ施設を利用していますか】に対¥5回答そ集計したものである.計検定の結

双方において有意な偏りがみられた(費隠項目� 7-13; x2(4)= 31.34. pく.01，質問項目� 7 

29; x2(4) 32.82.p<. 01).しかし双方の連関係数は共に 0.23であり，これらの関連は弱いも出� 

のである.

スポ…ツ実競の場について検討するため，本調査では鞠業スポーツ施設もしくは公営の

スポ…ツ簸設を季語港経験についての震建も行った.

?と表 sはそれぞれ餐簡項目� 13[あなたは褒在，社内スポーッ活動以外に荷か連動会実施

していますか】と� 28[あなたは公共スポーッ施設を季語濁したことがありますか1 

“するスポーツ"に関する受益者のニーズについて� 3. 

13 
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と30【あなたは外部の商業スポーッ施設を利用したことがありますか】に対する回答を集計し

p 1，35.5(4)13 28; x2検定の結果，双方に有意な偏りがみられた(償問調日X2.たものである� 

<.01，質問項目 13 30;;柿4)34.04. p<. 01)が，クラメ…ルの鵡関係数は共に 0.24であり，

双方における回答傾向の連関は，先の検討と同様やはり樹いものであった.

以上の結巣から，愛好者によるスポーツ実銭の場は，一極に集中しているわけではなく愛好

者名人が条件に合わせて様々な場所で実接していると考えられる.おそらし運動主体の年齢

もしくは労畿潔舗などがスポーッ実設の場の選択に鵠係すると，惑われる，そこで，本語究では

上の� 4つの繋間議1313，29，28，誌について， [当答者の年齢の幾移と鵠答の傾向の変化との連

欝そ検討した. しかし，いずれの項目においても，これらの韻に強い連療を確認することはで

きなかった.

以上，資関紙調査の検討からでは，調査対象の一般的な行動領IOJを把握することはできな

かった.しかし，ここでみられた行動傾向のランダムなばらつき自体が，� rニーズの多様化・ラ

イフスタイルの多様性」のあらわれであると考えることはできる.今後の研究において，この

ばらつきの構締役検討するため，より詳細な調斎を行う必繋があるだろう.

自由記滞形式の回答においては，� rスポーツのあまり得意でない人や高齢者を対象にした，誰

もが楽しく参加できるプログラムを実施して欲しいJという意見が圧倒的に多かった.また

「識でもEi曲に自社施設を使用させて欲しいJ. r一般の社員が閥的に運動できるように施設を

もっと増やして欲しいJなどの意見も比較的多数みられた.

“するスポ…ツ"の経営においては，ニーズの「多様性JEi体の構造を提轄することが主要な

問題となるであろう.そしてこれを歪握するとともに，経営調きとしては多様北した構造の最大

公約数となるようなサービスを考えるべきであろう.

つぎに企業の“勝..;..::.ポーツ"事業に関する受益者のよニーズについて検討する.そこでまず，

受益者，その中でも特にスポーツ観戦の愛好者はどのようなスボ…ツを主に観戦しているのか

について，また今後どのようなスポーツを観戦したいと考えているのかについて検討してみ

る.

競技場に持ってどのような穣日を襲戦するのかについて繋関した〈議問項自� 26)結果，野球，

サッカー，ラグどー，バスケットボール，バレーボールなどが主なものとして挙がった，更に

今後どのようなスポーツを援戦したいかについて費関(繋鰭議132わしたところ，上記の種自

“観るスポーツ"に関する受益者側のニ…ズについて� 4. 
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に強えて少数意見ながら揺撲，アメフト，テニスなどが挙がった.法上に挙がった競技はテレ

ど中継など，メディアを議しての媛載が比較的可能な種目である.

つま正に.スポーツ観戦の愛好者はどのようにしてスボ…ツ観戦しているのかについて考え

る. 

sと表 10はそれぞれ震関寝呂 8[あなたはスポーツを観ることが好きですか1と 23[あな

たはテレビのスポーツ番組をよく緩ますか]，費爵項目 sと 25【あなたはスポーツ観戦の為に

競技場にでかけますか}について集計したものである.計検定の結果，質問項悶 8と 23 Iこ対す

る回答に有態に嬬りがみられた (x弘)=65.33，p<. 00. またクラメールの連関係数は 0.33で

あり，これらの|到苓轍向の聞に中程度の連関がみられた.質問項目 8と 25に対する凶の偏り

においても有意な偏りが観られたな2=16.37. p<. 00. しかし. ここでの迷闘は弱いもので

あった(クラメ…ルの連関係数は 0.17). 

スポ…ツ観戦は主にテレビを媒介にして行われるものであり，観戦愛好者といえども競技場

れ行ってスボ…沌観戦するのは骨が折れる「テレピ・スボ…ツ化現象タいうこと

て久しいが. これらの結果はスポーツとメディアの結びつきの強さ安顕著に象者設している

今後，余瀧における競技スポーツを福利車生の一環として捉えようとするなら，企業鱗とし

てはどのようなスポーツ種目を強化することが自社の福利草生にプラスであるのかそまず検詑

きである.そのうえでメディアとの結び、つきが強いメジャー・スポーツに設践することは

る. しかし，対象者の要望の中にアメリカンフットボ…ルなど，メディアとの結びつ

きが緩い fマイナ -Jと呼ばれる種呂が含まれていることに注宮すべきである.マイナ…・ス

ポーツの Iれでもなぜこれらの議技が詮呂されるのか.これについて検討することにより，受議

スポーツ観戦の壌に持を求めているのかを明らか iこすることができるであろう.これを明

らかにすることで，受義者を自社の“鏡せる"スポーツ経常に引きつけるうえでの，

がかりを得ることができる署

ぶ研究では企業のスポーツ事業経営を福利厚生活動のー混としてとらえ，

る職域社会人後対象とした意識調査の結果から，今後の企業スポ…ツ経常の方向性について検

した.ここでは企業におけるスポーツ事業の展開を“するスポーツ"と“観る(翻せる)ス

ポーツ"の 2種類に分けて考えた.

今後の研究において，まず第一にこの分類岳体についてより詳細な検討を行う る.

今後の研究方向 5. 
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特に“観るく観をまる〉スポーツ"を還して，より多くの受義者に績やj療生後還元しようとする

場合，一般社員の麓技スポーッ経緯に対するニーズをより正確に誕えることが必要である.ま

た，“するスポーツ"に交すする受益者の要望については，これらの多様性の構造について把握す

ることから始めるべきである.
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幾� 1 項包� 33C自社の福利翼手生施設は充実して 表� 2 項目� 34(際社の福利厚生施設は充実して

いるか〉 いるか〉

表� 3 項目� 7 (スポーツをサることが好きか〉 

iこ対する幽~と項尽き(スポーツ

会主〉に対する問答の関係� 

No つ� Y記S 合計� 

No 5 1 告� 7 

ワ� 16 26 1 43 

Yes 13 121 124 258 

合計 ¥、 35 148 125 308 

No 宇� Yes 合計� 

No 6 8 ? 


? 27 4 12 43 


Yes i 71 18 おき� 258 


104 22 182 308 

表� 7君る事かi)fに対ti回Zするff答の「闘濯係機器i 
字No Yes 合計� 

INo 47 5 52 104 


? 4 5 17
g 

Yes 32 19 136 182 


合計� 83 27 196 308 


表き 項自� 8 (スポーツを綴ることが好きか) 

iこ対する函答と項目� 23(テレビのスポーツ 

2委総会よく観るか)� Iこ対する長i答の関係� 

No つ� Yes 合計� 

表� 4 項目� 8 (スポーツを観ることが好会主主) 

iこ対する揺答と項目� 9(スボ ツが得意

か)Iこ対する包答の関係� 

No ヲ� Yes 合計� 

No 5 2 1 ! 8 

ワ� 4 14 13 31 

26 132 111 269 

合計� 35 148 125 308 

d 務主主主主きtE表� e答のE関震i#fti に対する� 
4以にる5表� 外対回裏す答目と何のる7関回か(運係t Hッ施を� きツこか活対)答ス動ポ項をー実� 13しす(て社るい内こるスとかがポ)好i 動す� 

No フ� Y告$ 合計� 

No s 。� ?1 I 

ワ� 28 10 43 

Y日s ! 7号� 47 132 258 

合計� 113 57 138 308 

No ? Yes 合計� 

No 82 ? 14 103 

? 10 5 2 ! 17 

Yes 87 23 70 180 

s-呑闘t 179 35 86 300 

表� 10 項目� 8(スポーツを観ることが好きか〉

に対する屈答と項お� 25(競技場に行くか〉

に対する回答の関係� 

No ? Yes 

No 5 2 s 6 l 

10 12 き� 

61 71 137 

8 

31? 3 10 18 31 ワ� 

Y告$� 8 38 223 269 Yes 269 

合計� 16 49 243 308 合計� 77 84 147 308 
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5 生避スポーツに対する意見〈考察� 5)

加納謡

はじめに

生産・家事労働の機械化に伴う身体荷動量の抵下とストレスの増大が，成人病に代表される

様な健策糠筈を誘発していることが，先進工業器開で指摘されて久しい.謡えて我が国では，

急速な高齢北と余桜時代の到来に癒悪し，健康増進や余嬢の有効活用の観点から，生搬にわ

たってスポーツに援する意義が認識されつつある.

量的・物的な充足に幸福そ求める生活態度に代わり，生活全般の繋的向上にこそ本来の「豊

かさ」を兇出そうとする社会的風潮のゅでは，企業(経営〉サイドでも，労働時簡の短縮や従

業誌の心身の健康維持に努め，さらに労働観，労働モラルの変北に対応した福利厚生施築の検

討後追られている.職域社会人がスポーツに織する場は，勿論“戦域"に際られないが，� r食業

社会」といわれる現在の日本の社会で，企業，特に今部対象とした大手企業社員の動向は，興

味あるところである.

そこで本項では，大手企業社員の灘識調査の一環として，主主滋スポーツに対する意見を鵠う

た闘自記述方式のアンケート結果を中心に，生漉スポーツに関する問題点在，特に韓域との関

わりを念頭において整頓し，考察を試みた.

標記の点について，まずアンケ…ト結果をまとめてみると，生霊スポーツとは何かという点

について，あえて事前に定義づけをしなかったが，回答者全員が文字通り「生援を論じて，そ

れぞれのライフステージに応じて行うスポーツ」としてとらえてた.

回答中に最も頻繁に綴れたキーワ…ドは， !-マイペース J r楽しみJ r生きがいJ r自然とのふ

れ合いJ r継続投J r健康・体力の維持向上J r人との交読J rリフレッシュ〈ストレス解消りな

どである.実擦に行っている，もしくは行いたいスポーツ橋告としては，� rハイキングJrウォー

やングJ rジ盟ギングJ rテニスJ rゴルブJ r水泳J rサイクリングj等が，多数を占めた.r生
涯」を滋じて� f行うJスポーツとしては，気軽に，身近に実施しうるスポーツが，妻子まれてい

生涯スポーツをどのようにとらえるか� 1. 
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らかであり.� 1 1で引用した文部省の生涯スポ…ツ も一致する結巣が訴さ

れた，� 

昭制� 60年の調査では，働き盛りの男性� (20 ~50歳代)でスポ…ツそした人の割合は，士-

で� 10-15%. 日曜には� 10 ~20%ほどで，女性は曜日間格室長が見られず全体平均でおよ

そ 5~8%であり，調査を開始した昭和 45 年以陣確実に増加している.また，かつてはスポー

ツの鷲の外にあったと，皆、われる� 60-70歳代での行為者誤解が，増加していると報告されてい

る1)今聞の調査では，スポーツ実施の率は，男女共約� 6割に主義するが【Q13]，内詩的には，

スネ…，ゴルフなど，比較的“非日常的"な種目が上位を占めており，生漉スポーツに“日常

性"-t:-求めている傾向と対比させてみると，次館で詳述する通り，余分な経鰻や時期を費やさ

スポーツする事の難しさが伺える.

長義i庄は若年罵を中心iこ，ファッショナブルで，識でも手軽に参加できるニュースポー

ツが台綴してきている.ニュースポーツは，従来スポーツの主要な閥的と考えられてきた心身

の鍛繰，勝数，記録などにはこだわらず，社交，自然，ゲーム性といったレジャ…約な要素を

より強く鵠合している.楽しむ事を主援としたこのような議識は，余綴時代を議えてスポーツ

が多角化するr:tで，スポ…ツを単に麓肉運動としてとらえるのではなく，棄の3意味でのプレイ警

護びの文化としてとらえる事がようやく認識されつつある事を示していると，犠われる.これら

のスボ…ツ諮動への参加は，結果的にはストレスの解消につながり，健康の増進に役立つたと

しても，ぞれは従来の必要議によってのみ動機づけられた運動とは輿裁のものととらえる事が

で滋ふ加齢に伴い，運動不足の解渚，健康増進といったスポーツの必様性がより強く認識さ

れるのはさ当然であるが，必要の充足だけでは，基本的に義務で行う仕事との違いが不明瞭であ

り，長期的に継続するのはむずかしいと考えられるの.

本稿は特に職域との関わりの中で生涯スポーツをとらえようとするために，スポーツの手段

的側闘に枝問するケースが多くなろうが，本来生涯スポーツは，必要性ぞ伴った手段的備面と，

スポ…ツのより本質的な掛面，即ちスポーツ自体を享受し，プレイ欲求の光足後はかるという� 

2つの鰭磁を持札人生のながきにわたって� Qualityof life (生活の費〉の肉ょに関与するもの

ととらえることができょう.

之従業員サイドからみた爵題提起

ポーツ会楽しむ場の一つである告社のスポーツ関連施設に対す� (Q 36)を総括

すると，� r手軽に利用できるよう改善を』という要望が圧倒的と見ることができる.
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具体的には F立織が悪く会社，盟主からのアク1:!スが惑いJ r教が少なし予約や抽選など繁

雑な手続きが必要J r王手段の鵜議拡大〈解説時間簿の延長〉・休日の議設解放J r額人よりクラ

プが優先されるj といった内容である.各績のニ品ースポーツの出現や，アウトドアスポーツ

の流行などで，企業が従業員の千護方針のよニーズに答えることは発ど不可能でるるが，定技施

設への要望という点では，夜間五夜明，調夫特捜F認可能擁設，更衣， シャワールームの併設， ト

レーニングジム，テニスコート拡充など，身近な科期環境の改善を翠む声が大多数であった.

また，施設解設などそ進めるにあたっては，ソフト揃，特に人的な槙充が必要との意見もあっ

た.どんなに立派な施設があっても，ソフト捕令斑3隠させて，適視なプログラムの提供がなさ

れないと，自分だけでは参加出来ない人も多い.特に今までスポーッとは余り騒のなかった高

齢層でその様な要望が強くみられる，

その他，回答中の表現者をそのまま転剤して義紀すると，スポーツ後行う「時間と場所はその

気になればどこにでもある Jという意見は一樹の真璃ながら.rよりよい環境をセットアップす

る義務が，会社や地方自治体にはあるJ.また. rスポーツができる環境と意欲と余裕が人聞に

は必要JとL、った指摘がされている.

急、撤な経構成長の渦躍で，日;;$:の社会全体がともすればソフトを伴わないハードウェアの建

設ばかりに目を者われてきた事提は，スポ…ツ施設に限らず指摘されるところである.本当の

意味での内容の充実には，人々の意識の改革が伴わなねばならず，より時聞を要する問題では

あるが，プログラムの擬供そ議んでいる人々に対して，その要望に答えていくことは，改善策

の第一歩になろうーまた， レクリエーシ沼ン的な色彩の濃い非日常的なスポーツや，イベント

型のスポーツ行事に対し， <<日常的スポーツに親しめる場の提供》という課題は，経営側にとっ

ても無関心ではすまされない議議員の鍵康維持とのかねあいから，早急に対応すべき問題点と

考えられる〈ま節で詳述).

次iこ，裁られた施設会より有効に利用するためには，依然として長い設が匿の労働時間や，

撮られた有給休戦の開題が鰻響調子のー舗になっている事は明らかである.

経済金鍾庁が行った欝議〈平成元年〉では弟子 30，40，50議代では， 6望書jが時笥的にゆとり

がないと惑じその理患として，験場の拘束縛鵠が長いとする者がEEf質的に多かった.さらに，

男子勤労者〈製造薬〉の感動日の主主話時務構成の爵擦比較では〈平成 3年)，日本の労働関係持

鵠は 700分に違い歎米先進揺より 150分長く，その分昌吉時間が少ない事が示されている3)

当然終業後の寂られた特務惑や休日の議設は謹雑し，民間施設では痩車料も言語高となる， この

ような状況下では5結成築載にスポーツ安楽しむなどという気分にはなれず，あくまで無理をす

れば，本人が過労でt溺れたり，家族と共に過ごす時間をさらに犠牲とすることになりかねない.
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勤労者サイドでも，物的充足(賃金)のみにとらわれるのでなく，真にゆとりある豊かな生活

には何が必要なのかを，真剣に問いなおす時がきているといえる 4)

なおこの点に関しては，フレックス・タイムを導入し，勤務時間に融通性をもたせるだけで

も，施設の利用時間帯がかなり分散し，効果があったとするアメリカの実例があることを付記

しfこい5)

最後に指摘のあった，個人とクラブ・競技団体との利用の優先順位の問題は，筆者等が本調

査と併行して実施した，企業における競技スポーツのありかたとも密接に関係しよう.企業が 

CI活動 (CorporateIdentity)の一環として，あるいは各種競技会での活躍により企業イメー

ジの改善 (P.R.)を目的としてクラブ・競技団体をかかえている以上は，その利用は当然に優

遇されよう. しかし，昨今のスポーツブームや，プロ化のうねりの中で，企業スポーツそのも

のの在り方が変容しつつある 6) また先に述べた手段としてのスポーツの枠を越えて， 真に楽

しみとしてのスポーツを追求するならば，最終的にはボトム・ライン(決算書の最後の行=純

益)の改善をめざす企業の介入の余地は限られているとみることもできる.この問題について

は我々の次の目標である地域レベルでのスポーツ活動の調査が，唯一抜本的な解決策を提供す

ることを期待している.

その他，回答中にみられた否定的な見解として， I会社の施設は会社以外の人と使えないし，

家族にも解放されていないJI余暇としてのスポーツは，会社の人間関係を離れたところで行い

たい」との意見もあり，生涯スポーツを企業の受け皿のみで解消することは，到底不可能であ

ることを重ねて強調したい.また，少数意見ながら， Iスポーツのような個人が自分の楽しみで

行うものは，自己負担とすべきで，会社などが干渉すべきでない.福利厚生への支出は不用で

ある」といった趣旨の主張も見受けられた.

福利厚生政策を会社からの施し，もしくは会社による管理の延長ととらえるのではなしス

ポーツをする場の提供，サービスとしてとらえ，それを利用するかしないかはあくまでも各人

の判断にまかせるというのが，賢明な立場であろう.日本企業で早くから「健康・体力づくり」

に取り組んできたある企業は， r健康・体力づくりの問題は， あくまでも自己責任に原点があ

り，企業としての役割は，自己管理を容易にさせるためのサービスの提供と，動機付け，啓蒙

にその本質があることを前提条件として，施策を進めている』旨を基本方針の中にも明記して

いる7)スポーツはともすれば，健康な人や，得意な人のみが積極的に取り組むという傾向が強

いが (3-2項参照)，生涯スポーツの主旨からすれば，むしろスポーツに自信がない人，時間

的に余裕がない(と d思っている人)人々にこそ，機会を提供し，門戸を聞かねばならないと考

えられる.
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企業が負担する探療保験斜が務しく多しその額も高騰を続けるアメリカでは，設業員の生

活行動を変えて，好ましい健康状態を得ょうとする一速のプロセス (WSHP:W orksite Health 

Promotion)が早くから枝問されてきた運動プログラムの議酷は，職場の鍵漆づくりの中核

となるが，適度な身体活動により高血在，過体議，高コレステロール，高中性脂肪といった多

くの成人様に関与する鼠険陸予 (RiskFctor)が軽識される事が完全に就焼されたとしても，

それだけでは企業がこの問題に嘉鎖に譲り組む動機にはなりにくいであろう. P. スロー

は，議場の健康増進プログラムがもたらす可能性のある利益として，直接的な医療関係経費の

削語以外に次の様なものをあげている 5)

。プログラムに対する従業員の満足窃欠勤務，退職率の低下 @モラ…ルと鞍務機足感の 

j向上告新規採用者にとっての魅力の増加雪量生産性の向上.

これらの可能性は，一つ一つ充分に検討を加えるに{議するものである.

アメリカでは， 87年の時点ですでに 50人以上の従業員を諮える企業の 3分の 2で，偶らか

の形での運動プログラムが提供されているという報告がある一方で，企業の純利益の 24%が

健康保険に支出されながら，健難づくりには，僅か 0.1%しか支出されていないとの調査結巣

れている紛.

我が震では，昭和 63年に労働者の健擦保持・増進といった考え方が法的に労働安全衛生の

中に組み込まれて以来，高齢者を対象とした「シルパー・ヘルス・プランJ，fTHP:トータ

ル・ヘルス・プロモーション・プランjへと対象を拡大，発緩してきた.初期の段欝での労働

災議後詰止し，職業病を予訪するといった消極的，受動的な考え方から，健康・体力を含めた

従業員の能力後最大眼に伸ばし，生産性につなげようとする能力主義的な経繋戦略へと変化し

てきている 7)

ここ数年，福利原生繋が含まれる給与外労働欝揺の従業員一人当たりの伸びは，現金給与を

上回る率で上昇しており，従業誌の福利厚生制度の京rJJ言状説も伸びていると報告されている.

企業が麓視している繍利厚生政策ム勤労者が必要としているものとのギャップが存

在することも，福利厚生政策の問題点としてしばしば指摘されるところである. しかし，舎従

業員の心身の健康づくりと，②文化・教養・体育・娯楽等余暇施設の務備，余韻活動への援

訪の 2点に関しでは，京方が高く盟む福利厚生として共通している点は，注目に{遣しよう文3)

本調査の思容の中にも，この点に触れたものが散晃された.例えば， f高齢化の時代を適え，
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生灘スポーツの搬興は社会的に必須と考える.(中略)資金的な問瀦は確かにあろうが，長期的

にみて，高齢化に伴う陸療費の高騰を抑制するという効果が期待できる.闘家的先行投資と考

えるべきであろうjといった意見である.

監僚の殺界では久しく指摘されている通り，� Cure (治療する)から Care(管理し，予防する)

時代への移行弘そのまま職場の健康増進プログラムによる予防的な燦燦管理にあてはめるこ

とができそうである.� 

P.シグベンの次のような発言がこの事実を端的に現していると思われる骨

機械の保守点、検に持吉万ドルも費やしている.ぞれなのになぜ，人間に対して爵

じような対応ができないのか，まったくわからない.Jl5) 

イドからみたこれらの提案は，1)の最後に記した蟻り，あくまでもスポ…ツの手

段的{開館ぞとらえた観点ではあるが，健康というかけがえのない剥離物会議して，結果的に

日々の宿泊，ひいては人生の� Quality(質〉に好ましい影響を及ぼすものと期待される.

おわりに

職域での生諜スポーツに関する研究をまとめるにあたっては，従業風(アンケートでは職域

社会人)と企業・経営サイドの波方から，福利厚生施策についての意見そ問うべきであったが，

本研究では，後者については短時閣の毘き寂り謂査をおこなったのみで，光分とはいえない面

があったと思われる. しかし，両者の鵠にので指摘したような共灘の利害は確実に存在する

ので，まずこの点から今後の福利厚生を見なおしていくことが可能であろう.

して生護スポーツの振興に寄与するとなると，金業活動とはおよそ無羅と

患われる芸書家についても，考慮しなくてはならないのは確かであふ{廷し，生長室粧の向上のた

めの選本的，人的条件は，少数の優れた人材の安定確保に応札経営サイドにおいて，心身共

に健全な人的繁額の撃要性を否定する人はないであろう.一見，1皮益とは無関揺の離京i厚生事業

が，企業存立の基盤である人材に嶺きかけ，その� f仕事を含む総合的生活能力の鵠発J (1-2 

参照、)に環献しているととらえることもできる.

同時iこ，一大ブーム-t:-呼んだ� jリーグにみられたように，地域との迷携の中で，企業の資

金・施設ぞ生かし企業イメージの向上に役立てる道も生まれてきた.特に今回調査対象と

なった大金撲にあっては，スポーツのようなソフト・インフラの必喪性後期解し，率先して環

境の繋備に力在貸すことが，企業の社会責任の一端という時代が到来していると思われる.

他方，我が隈におけるスポーツの歴史を顧みてみると，1)で滞べたようなスポーツの手段
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的側部のみが一人歩きをし，教育(体育〕や興行に利用され， られ続けたという謝も否定� 

しがたい宮

1960年に始まる「ゴールデンプランjや� f第� 2の議Jと呼ばれる先駆的な鶏動で、知られるく18

務〉ドイツでは，皐くからスポーツを社会体育・大衆スポーツ� (Breitensport)，捨療・リハビ

リを底的とした鍵康スポーツ� (Gesundheitsport)，麓技スポーツ� (Lei器tungssport)に分類し，

各々そ巽震のものとして研究・教育・振興に努めてきた10)

スポーツの研究者であると毘詩に“体湾"の教育に携わる我々は，日本のスボ…ツが過渡に

教務の手設として襲われ，競技力偏重に偏ってきた糞任の一端を殺っている.

文北としてのスポーツの多様性を認識し，その意識が一般に普及しない撮り，たとえ物理的

環境がどんなに整ったとしても，スポーツの後進菌であり，生雄スポ…ツの磯村く土壌は湾た

ないことを忘れてはなるまい.
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N. 全体の要約とあとがき

深瀬古邦

(1) r健康度J(自己の健康に対する意議〉と「スポーツへの好懇脇情J，rスポーツが得意・不

得意Jの撲連性が強いという知見が得られた，スポーツが好き，あるいは碍意と毘答した

お%以上が，こどもの項健躍であり，現在も鍵療であると回答している.

スポーツに接している多くの人は健康議議が高いといえる. (考察1) 

(2) rスポーツ活動の実施事」は，男性約� 60%，女性約� 70%と謀議く，一般的には，継続的に何

らかのスポーツ活動を行っている人の割合は約� 20 ~30%であることを考えると，

い実議惑であった. (考察わ

男女共半数以上の人が社外で実施している.社外施設の孝司馬は，公共施設が多く，次いで

民間施設と続いている.!J::牲は男性よりも公共，民間施設共に科用男容が高い.

。)� rスポーツ活動の動機Jは� f健康体力の増瀧J r気分転換J r貯きだからJ r持認との交流j

が約� 70%を占め，� 60%の人が� fストレス解消」を挙げている.r連動が嫌いJr必要性がないj

の冨答は極めて少なかった「参加種目j比ゴルフ，スキー，テニスといった，いわゆるレ

ジャー・アウトドアスポーツが上位そおめている. (考察 2) 

(4) rスポーツf警報への関心度J，ま非常に高しなかでも「テレビJ06%)が庄鶴約に繭く，

全く鰻ていない人は5%に過ぎなかった.如仰にテレどというメディアが国民生活の中

透しているかの柾左であり，そして「スポーツ番鰻」 に対するニーズの識さを伺わせるもの

であった. (考察 3) 

(5) rスポーツf警報への静心度」と「スポーツ括動の実接」とは議接的な関係はなく，スポーツ

活動の実接意欲はかなり高い.動機は「楽しみJと「健康jに集約され，生霊スポ…ツ教育

の成果が毅み取れる結巣であったしかし，一方では「全くスポーツ活動をしない」人濯も

かなり存在し，躍なる魯蒙活動による意識改革が必要性も感じられた.社内イベントのプロ

グラムの工夫li，企業内のスポーツ擁設の充実と相倹って，役員の「福利理主主としてのス

ポーツJの発屡が要であると考える. (考察 3) 

(6) r福事IJ態生としてのスボ…ッ語動jについては，識査対象の一般的な行動傾向を把握するこ
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省と-JXあとがき� 2. 

とができなかった しかし，ここで見られた行動傾向のランダムなばらつき自体が「ニーズ

の多様化とうイフスタイルの多様性」のあらわれであると考えることはできる.今後は，こ

のばらつきの構造後検討するためのより詳細な調査を行う必擦があるだろう.

自由記述形式の回答には「スポーツがあまり得意でない人や高齢者を対象iこした誰もが楽

しく参加できるプログラムそ実施して欲しいJ r議でも自取に自社縄設を痩吊させて欲しいj 

f一接の社員が自治に運動できるように施設をもっと増やして設しいj等の意見が多かった.

〈考察幻� 

(7) r生援スポ…ツに対する意見jでは，もっとも頻繁に現れたキーワードは「マイペースJr楽
しみJ r生きがいJ r自然との触れ合いJ r持続性J r礎意義体力の維持増進J r人との交流J rリ
フレッシ旦(ストレス解消)Jなどである.また.r実際に行っている内容」もしくは「行い

たい内容」は，ハイキング，ウォーキング，テニス，ゴルワ，水泳，サイクリングなどが多

数を占めた.結果として「生雄後通じて，それぞれのうイフステージに応じて行うスポーツj

という生援スポーツの定義と開質のプロフィールが浮き彫りにされた感が強い. (考察 5)

(1) 調査項目の作成にききたっては，椙当な密教の研究会後開いて検討したが，先行研究の調査

が極端に少ないので，結果として予備調査的な定性検査方式になってしまった.次回からは，

今回の経験そ踏まえて定盤検査的な調査研究に着手したいと，思う.

また，本調査が� 1992年に実施した「企業スポ…ツ研究J C1992年)と同時に着手したのに，

論文の作成が今日まで灘れたことを遺構に思う.採取した資料が古くなって，表校に合わな

い部分も出るし，チ…ムの研究意欲もそがれる結巣を結いたからである.� 

(2) 	 1次資料の繋壊は，懇欝文科大学初等教育学科体育専攻学生の諸君にお騒いした卒業譲

文の資料として使用したいからとの依頼によるものであったe 集計作業に当たってくれた学

生諸君に謝意後殺したい.� 

(3) 一般に共同研究の場合は，メンパーの共通理解を掠めるための「研究会」が不可欠とされ

るが，今回は原稿提出までに� 4回の開催に止まった. もっと数多い意見や情報の交換がなさ

れて然るべきであったと皮省している.� 

(4) 論文の作成過程にも挺省点がある.途中から「執筆者が各自，独立した論文として体議を

整えるjこととし.r独立したテーマでまとめるJ. r考察のための鑓埼資料は他の執筆者と重

複しても構わない.考察内容が重複しても良いj とした議機社会人会対象とした「生援ス



19き5 生、緩スポーツ iこ演する研究(深瀬他〉 47 

ポーツ研究」なので，研究課題が広くて多いことを意議したからである.

しかし，持諮的余裕もなく，趣量を撤臨することができなかった顕が護ったのは残念であ

る.世話人としての不手療を皮省しなければなるまい.

今後比今回の研究で得た知見と反省を蕗まえて「生涯スポーツ研究」を継続したいと患

つ.
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添付饗料調査用紙

生渡スポーツに関するアンケートのお願い

〈職域社会人用〉

最近，健康不安社会，余蝦社会，高齢化社会等の社会現象への対応から，一般社会

人のスポーツ参加が巨立って多くなっています.今まさに「スポ…ツの特代J~ヒ呼ば

れるにふさわしい社会が到来したと，思われます.生涯スポーツの立場からは� f行うス

ポーツjの鎗に「観るスポーツjも重要な意味をもつことが指摘されています.

本研究は，ー駿社会人のスポーツ行重きを調査して，今後の生謹スポーツの異体的な

舟誌と方法を探るための基礎資料を作成するために計画したものです.設聞は全部で� 

36問です.

お手数ですが，宜しくご協力の織をお願い申し上げま

なお，このアンケート資料は本研究以外には使階致しませんので，綿入のプライパ

シーにかかわるご迷惑は一切おかけしないことを申し添えます.� 

1992年� 6月� 18

中央大学保健体育研究所

生涯スポーツ研究部会

代表深瀬古邦

口フェースシ…ト


幽帥君事の枚方=己織に数字(文宇〉またはO印で記入してください.
 

(1) 性別; 玉手

総裁 穫 ;

設関
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あなたはこどもの頃鍵康でしたか.� 1.Q 321  


Q2. あなたは現在健康ですか.
 

Q3. あなたは，現在の自分の健康につ� でいますか.
 

Q4. Q3で「はい」と答えた方は不安感受持つ疾慾sそあげて下さい. (複数選択河)


可
 日時
悪性腫癖(癒)� 

Q5 既往症がありますか 囚はい�  いいえI1.I 

Q6. Q5 rIまいjと答えた方は，さつしかえない範翻で病名・稼度等をお聞かせ下さい.� 

既往症名�  i入院・�  

入院・通院 -重 

年齢 期 間

2 

3 

321  

Q7. あなたはスポーツをすることが好きですか.� 

Q8. あなたはスポーッを観ることが好きですか.� 

Q9. あなたはスポーツが得意ですか.� 

QI0. Q9で九まもリと答えた方は得意スポーツの緩13をご記入下さい.� 

Q11. あなたが最初に経験したスポーツは何ですか.

スポ ー ツ 名 | 開 始 年 齢 | 場 所

例水 泳 I5 歳| スイミングスクール
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Q 12. あなたのスポーッ擦をお鰯かをま下ざい〈経験年齢瀬に記入して下さい‘〉

-
F
 

Jレ一
方ノ〆々ス

で一、、、ン

こ
一
イ

ど
一
ス

額
一
間
関

一
年

期
一
�
 5
 

2 

3 

4 

5 


6 

Q13 ‘ あなたは現在，社内スポ…ツ活動以外に何か運動を実施していますか.� 

Q14. Q13で「はいJと答えた15は灘動の実施内容そお聞かせ下さい.

スポツ(遜動):g� .:t Tょ 自 約� i業 施 場 所� / 頻 度

伊H ジョギング 鍵療体カづくりのために� i家族と一緒に/早朝/週� 3-4日時間程度�  1

領12スキー 楽しみと して 写間位生時代の友人達と/シーズン/延� 7-凶行�  

2 

3 

4 

5 

5 
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Q 15. Q 13で「はい」と答えた方はスポーツ実施の動機をお聞かせ下さい.

「 ー ーーー一一1 

1・回答の仕方=主なものから順位をつけて下さい. (幾つでも結構です.) 

」� 
| 順位

Q16. Q13で「どちらともいえない」または「いいえ」と答えた方はその理由をお聞かせ下さい.� 

1・回答の仕方=該当する欄に主なものから順位をつけて下さい.� 1 
幾つでも結構です) ! 順位

からだを動かすこと(スポーツすること)が好きだから� 1. 


気分転換に良いから.� 2. 


ストレス解消のために.� 3. 


スポーツする仲間との交流が楽しいから.� 4. 


健康と体力の維持・増進のために.� 5. 


6 美容と健康のために.

自分の健康や体力に不安を感じたから.� 7. 

からだの衰えを感じたから.� 8. 

身体症状(肩凝り，腰痛，肥満等)の緩和のために.� 9. 

10. 余暇時閣を有効に過ごすために.� 

その他の動機;I1.1 

運動が好きではないから.� 1. 

スポーツを行う必要性を認めないから.� 2. 

ほかに行いたいものがあるから.� 3. 

スポーツはしたいと思うが時間的余裕がないから.� 4. 

5 スポーツはしたいと思うが経済的余裕がないから.

スポーツはしたいと思うが長続きしないから.� 6. 

その他の理由;I7. 
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Q17 あなたはこれから新たにやりたいと思うスポーツがありまか. 困はい固いいえ�  

Q 18. Q 17で「はい」と答えた方はスポーツ(運動)名をご記入下さい.� 

1・回答の仕方=これからやってみたいスポーツ名を強いものから順にあげて下さい

寺三空も結構です)� j 

3 I 2 I 1 

Q 19. あなたはスポーツ新聞をいつも読んでいますか.� 

Q20. あなたはスポーツ専門雑誌をいつも読んでいますか.� 

あなたは一般新聞や週刊誌等のスポーツ記事をいつも読んでいますか.� 1. Q2

Q22. あなたは一般雑誌のスポーツ記事をいつも読んでいますか.� 

Q23. あなたはテレビのスポーツ番組をよく観ますか.� 

Q24. Q 23で「はい」と答えた方はテレビ観戦のスポーツ種目名をご記入下さい.� 

Q 

Q25. あなたはスポーツ観戦のために競技場にでかけますか.
 

Q26. Q24で「はい」と答えた方はそのスポーツ名をご記入下さい.
 

o 
Q27. あなたが観たいと思うスポーツ名をあげて下さい.

(幾つでも結構です.観たいと思うスポーツ名を記入して下さい)

順位観たいと思うスポーツ� 観たいと思うスポーツ� 

l 3 順 位

2 4 子百ーロ

Q28. あなたは公共スポーツ施設を利用したことがありますか.
 

Q29. あなたは自社スポーッ施設を利用していますか.
 

Q30. あなたは外部の商業スポーツ施設を利用していますか.
 

あなたはスポーツのために旅行をしますか.� 1.Q3
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Q 32. Q31で「はいJと答えた方はスポーッ旅行の内容姿お聞かせ下浅い，

(A.比較的頻度の高い旅行，8，印象iこ残った旅行，� C. これから計画したい旅行〉

スポーツ旅行名 実 施 頻 度| 委参 加 型華

領11 関内ゴルフ旅行 北海道.沖縄� 4-8名/社内友人と/年� 1-2
サク�  Jレ

一
A 

A 
トー…………一� 

B 

B 

c 

C 

1関

Q33. あなたの会社の福利厚生施設〈スポーツ関連施設)は充実していると思いますか.
 

Q34. あなたの会社の福後厚生縫業(スポーツ環濠義経業)充実していると殿、いますか.


Q35. あなたの会社で金額tきれた福利厚生事業〈スポーツ関連事業)で，あなた自身が
 

参加したプログラムのうち，また参加したい(継続参加したい)ι旬、うプログラム名とその理由をお


間かせ下さい‘〈幾つでも結構です)


主

サ
�
 

榔
悶体

)
職場度

，
α程
む


問
問
題
グ


ー
ふ
空
白
一


年
灘
サ

会
一
動

サ

運
グ


抗
ン


対
ギ


場
ヨ


議
ジ
ル

/々


電例
例
�
 

頻 度 な る 参 加 理 由

jfAηJω

jニP]，同僚とのコ
鍵療体力づくり，

ニケーション，気分転後
ラソン大会出場iこ備えて� 

i

i

j
i
l
l
i

句
会
�
 

-ーーい

υ

a

n

u

-

↓
�
 
1
1
1
1
4
i
l
i
-
-

告

J 
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Q36. あなたの会社のスボ…ツ箆速の福利厚生制度，尊重業〈プログラム入施設等への要望やご意見があり

ましたらお聞かせ下さい.

具体的なご要望/ご意見� 

Q37. r張緩スポーッJ Iこ対するあなたのご意見をお療かせ下さい.

あなたのご意見;

ご協力ありがとうごさfいました，


